
都市政策課

名
土
地
利
用
の
規
制
強
化
を
」

財
務
省
、豪
雨
災
害
防
止
へ
強
調

強
化
で
被
害
を
防
ぐ
必
要
が
あ

る
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
．

財
務
省
に
よ
る
と
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
２
６
９
市
町
村
が
７
月
ま
で

に
策
定
し
た

「立
地
適
正
化
計

一

画
」
の
約
９
割
で
、
居
住
誘
導
　
一

区
域
に
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
　
一

災
害
特
別
警
戒
区
域
な
ど
が
含
　
一

ま
れ
て
い
た
。
　

（木
村
和
規
）
　

一

相
次
ぐ
豪
雨
災
害
を
受
け
、

財
務
省
は
１７
日
に
開
い
た
財
政

制
度
等
審
議
会
で
、
浸
水
や
土

砂
崩
れ
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る

土
地
の
利
用
規
制
を
強
め
る
必

要
性
を
強
調
し
た
。
財
源
が
限

ら
れ
る
な
か
（
規
模
や
頻
度
が

増
す
災
害
に
堤
防
や
ダ
ム
の
増

強
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
る
、
と
指
摘
。
リ
ス

ク
が
あ
る
場
所
に
住
む
こ
と
を

避
け
る
土
地
利
用
を
訴
え
た
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
め
ぐ

つ
て

財
務
省
は
、
人
口
が
滅

っ
て
い

く
申
で
は
新
増
設
よ
り
も
瞬
存

施
設
の
最
大
限
の
活
用
を
考
え

る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
き
た
「

治
水
に
つ
い
て
も
、
施
設
の

増
強
だ
け
で
な
く
、
災
害
危
険

区
域
の
指
定
や
防
災
集
団
移
転

を
視
野
に
、
土
地
利
用
の
規
制

長崎

西日本

読刻
~

翻 毎 日 7 面 2019年 10月 (b 日 枝番 /
トピック分類く複数選択可)

国施策   法令 。制度 ラ算
県施策   知事発言  要望
市町古色策  県議会   ′ム`其事業

区画整理

再開発

他都市忠色設 ′ム`共交通

MICE   世界遺産
新幹線(FG可)石木ダム
クルーズ船 諫干

災害

道路

街路事業

勲 空き家

人□減少
コンパクトシティ

その他



都市政策課

災害時広がる計画休業

小売り各社「サエビスより安全」

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
小
売
り
各
社

で
、
台
風
な
ど
の
災
害
が
見
込
ま
れ
る
時
に
事
前
に
閉
店
を

予
告
す
る

「註
国
体
業
」
を
実
施
す
る
勃
き
が
広
が

っ
て
い

る
σ
鉄
道
を
中
心
に
交
通
機
関
の
註
画
運
体
に
よ
り
、
従
業

員
や
利
用
者
の
移
動
手
段
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
や
、
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
体
業
に
踏
み
切
る
企
業
が
増
え
た
。

台
風
欄
号
ョ
ン
ゼ
ニ
剛
宿
朝
宿

た
だ
、
緊
急
時
に
墾
要
な
物

断
し
た
」
と
説
明
す
る
。

資
が
購
入
で
き
な
く
な
る
恐
れ

　

総
合
ス
ー
パ
ー
つ
ィ
ォ
ン
リ

も
あ
り
、
サ
ｒ
ビ
ス
維
持
と
安

テ
ー
ル

（千
葉
市
）
も
１１
日
夜

全
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
取
る

に
関
東

。
東
海
な
ど
■
都
心
県

か
で
、
各
社
と
も
難
し
い
判
断
一
で
１２
日
の
閉
店
時
間
の
前
倒
し

を
迫
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
を
決
め
た
一
両
社
と
も
事
前
に

セ
プ
ン
＆
ア
イ

・
ホ
ー
ル
デ

ン」う
し
た
大
規
模
休
業
を
決
め

ィ
ン
グ
ス
傘
下
の
ス
ー
パ
ー
、
　
る
の
は
初
め
て
だ

っ
た
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
、
合
風
１９

　

食
品
や
日
用
品
な
ど
を
提
供

号
が
最
も
近
づ
く
と
予
想
さ
れ

す
る
地
域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

た
‐２
日
０
営
業
に
つ
い
て
、
１０

災
害
時
で
も
営
業
を
続
け
る
こ

日
夜
の
時
点
で
関
東
地
方
な
ど

と
が
多
か
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
も
計

■
都
７
県
の
全
店
舗
の
開
店
を

面
休
業
を
実
施
。
最
大
手
の
セ

決
定
。
セ
プ
ン
＆
ア
イ
の
広
報

プ
ン
ー
イ
レ
プ
ン

・
ジ
ャ
パ
ン

担
当
者
は

「想
定
さ
れ
る
台
風

は
導
前
に
約
■
Ｏ
Ｏ
Ｏ
店
の
閉

の
被
害
が
大
き
く
、
早
め
に
決

盾
を
告
知
し
た
上
で
、
１２
日
夜

か
ら
１３
日
に
か
け
て
最
大
４
５

０
０
店
を
閉
め
た
。

同
社
の
永
松
文
彦
社
長
は
１７

日
、
広
島
市
内
で
記
者
団
に
対

し
、
註
］
釜
乗
に
つ
い
て

「多

く
の

（加
盟
店
）
オ
ー
ナ
ー
か

ら
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ

た
」
と
述
べ
＾
今
後
も
実
施
を

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
考
え

を
示
し
た
。

事
前
告
知
を
行
わ
な
か

っ
た

フ
ア
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
は
約
２
５

０
０
店
、
ロ
ト
ソ
ン
も
約
２
２

０
０
店
を
１２
日
に
そ
れ
ぞ
れ
閉

店…
。大
手
ュ
ン
ビ
ニ
幹
部
は
「世

の
中
の
安
全
意
識
の
高
ま
り
を

考
え
る
と
、
一盗
委
名
陵
先
す
る

流
れ
は
止
ま
ら
な
い
の
で
は
」

と
話
し
て
い
る
Ю

一
方
、
註
幽
釜
乗
に
つ
い
て

は

「顧
客
に
商
品
を
届
け
る
の

が
小
売
り
の
使
命
。
ぎ
９
ぎ
り

ま
で
安
全
面
と
天
気
の
勒
向
な

ど
を
見
極
め
る
基
要
が
あ
る
」

（大
手
ス
ー
パ
ー
）
と
指
摘
す

る
声
も
間
か
れ
た
。

枝番 多日

読売
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都市政策課

長
崎
市
が
ホ
ト
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）

上
で
公
開
す
る

「土
砂
災
害
ハ
ザ
ト
ド

マ
ッ
プ

・
」
で
、
・市
指
定
避
難
所
で
あ
る

隣
接
し
た
学
校
の
名
前
が
入
れ
替
わ
る

な
ど
の
誤
記
載
が
あ
る
こ
と
が
、
西
日

本
新
聞
の
取
材
で
分
か

つ
た
。
転
入
者

が
災
害
時
に
避
難
場
所
を
取
り
違
え
る

恐
れ
な
ど
が
あ
り
（
市
は

「早
急
に
修

正
し
＾
マ
ッ
プ
全
体
も
再
点
検
す
る
」

と
し
て
い
る
。

名
前
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
た
の
は
、

市
が
と
も
に
避
難
所
に
指
定
す
る
市
立

小
江
原
小
と
県
立
長
崎
北
高

（
い
ず
れ

も
同
市
小
江
原
地
区
）
。
両
避
難
所
と
の

位
置
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
記
載
さ
れ

た
近
く
の

「お
お
ぞ
ら
公
園
」
の
表
記

も

「お
お
ず
ら
」
と
間
違

っ
て
い
た
。

市
は
マ
ッ
プ
を
見
や
す
く
す
る
た
ゆ

昨
年
か
ら
地
名
な
ど
を
書
き
込
む
作
業

を
し
て
お
り
、

一
部
を
今
月
か
ら
公
開

し
て
い
た
。
両
校
は
道
路
を
挟
ん
で
立

地
ゃ
災
害
に
よ

っ
て
は
ど
ち
ら
か
■
校

が
避
難
先
と
な
る
場
合
も
想
定
さ
れ
、

転
入
者
な
ど
が
学
校
を
間
違
え
て
立
ち

往
生
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。市
は
「確

認
が
不
十
分
だ

っ
た
。
ミ
ス
防
止
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
」
と
話
し
た
。

八
徳
増
瑛
子
）

長崎市、避難所名入れ替わる

臨 藷  1窮 ぎ ?019年 10月 tゎ 日日経
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都市政策課

記
録
的
な
大
雨
と
な

っ
た
台
風
１９
号

で
は
、

排

水
能
力
を
超

え
る

雨
水
が
下
水
管
な
ど

に
流

れ
込
み
、
側
溝

な
ど
か

ら
あ
ふ
れ

て
衡
が

浸
水

す

る

「
内
水
氾
濫

」
と
み
ら
れ
る
被
害

が
相
次

い
だ
。

ア
ス
フ

ァ
ル
ト
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
覆

わ
れ
た
都
市
部

で
は
特

に
リ

ス
ク
が
高

い
と
さ

れ
、
対
策
が

急
が
れ
る
。
（
社
会
部

　
板
倉
拓

也
、

横
浜
支
局
　
谷

口
剣
太
、
本
文
記
事

１
両

）

■

川

か
ら
２００
材

多
摩
川
か

ら
約

２
０

０
”
西

に
離
れ
た
川
崎

市
中

原
区
上
丸

子
山

王
町

。
自
営
業

の
八
重
樫

誠
さ
ん

（
製
）
は
台
風
が
接
近
し

て
い
た

・２

日
午
後
１
時
頃
、
自

宅
前

の
側
溝
か
ら
あ

ふ
れ

る
水

に
気
づ

い
た
。
夜

に
は
、
道
略

は

ひ

ぎ

下

ま

で

冠

水

し

て

お

り
、
隣
接
す
る

マ
シ
シ

ョ
ン
７

階

の
知
人
宅

に
避
難
。
容

か
ら

見
下

ろ
す
と
自
宅

一
帯
は
汚
れ

た
水

に

つ
か

っ
て
い
た

。

台
風

で
多

摩
川
は
氾

濫
し
た

が
、
川
崎
市
側

に
水
は
流
れ
込

ん

で
い
な

い
。

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
八
重
樫
さ
ん
宅
な
ど
同
区

を
中
心
に
●

７
０
０
件

近
く

の

漫
水
被
害
が
確

認
さ

れ
た

（
１７

日
午
後
１
時
現
在

）
。

市

は

調

査

を

進

め

て

い

る

が
、
お
水
氾
濫

の
可

能
性
が
高

い
。
同
区

の
武
蔵
小
杉
駅
近
く

で
も
約
１

５
０
０
人
が
暮
ら

す

４７
階
建

て
の
タ

ワ
ー

マ
ン
シ

】

ン
が
浸
水
。
地
下

の
配
電
盤
が

故
障

し
、
停
電
や
断
水
が
続
く
。

「
川
は
氾
濫
し

て
い
な
い

の
に
、

家
が

浸
水
す
る
な
ん

て
思

っ
て

も

い
な
か

っ
た

」
。
八
重
樫
さ

ん

は

戸

惑

っ
た

表

情

を

見

せ

た
。

一　
内
水
氾
濫
は
水
が
た
ま
り
や

一す
い
低
地
の
ほ
か
▼
下
水
管
な

指
定
ゼ
ロ

長臆

西日本

日経

朝日 留 5 2019年 10月 18日 枝番 々
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街路事業

ど
の
排
水
施
設
が
無
数
に
走
る

都
市
部
で
多
い
水
害
と
さ
れ

る
。国

土
交
通
省
に
よ
る
と
、
過

去
に
内
水
氾
濫
の
被
害
が
あ

っ

|オイすlrfrrFFrrfFrFIFrチ F/FFrrデイイr.rrrrFlrFFi丁

↓内水氾濫のイメ…ジ

世田谷。氾濫の多摩川

台風 19号

蘇
脱聯
鞘
郊
誘
襲
鎮
鯉
日
▼

た
全
国

の
４
８
４
市
区
町
村

の

７４

・
５
％

（
２
０
１
８
年
度
時

点

）
が

内
水
氾
濫

つ

ハ
ザ
ー
ド

マ

ッ
プ
を
策
定
し

て
い
る
。
川

崎

市
は
策
定
途
中

だ
が
、
過
去

に
浸
水
被
害

の
あ

っ
た
地
点
を

公
表

し

て
お

り
、
策

定
自
治
体

に
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
Ю

局
所
的
な
大
雨

の
頻
発
化
な

ど

で
内
水
氾
濫

の
被
害
は
深
刻

化
し

て
い
る

。
国
交
省
に
よ
る

と
ヽ
０８
年
８
月
に
は
名
古
屋
市

な
ど
で
計
１
万
６
０
２
１
戸
が

床
上

。
床
下
浸
水
。
昨
年
７
月

の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
岡
山
市

や
北
九
州
市
な
ど
１９
道
府
県
８８

市
町
村
で
計
１
万
８
８
５
３
戸

が
浸
水
し
た
。

国
は
１５
年
施
行
の
改
正
水
防

法
で
内
水
氾
濫
へ
の
警
戒
と
対

策
の
必
要
性
を
初
め
て
明
記
。

内
水
氾
濫
で
相
当
な
被
害
を
も

た
ら
す
恐
れ
の
あ
る

「危
険
な

排
水
施
設
」
を
自
治
体
が
指
定

し
た
場
合
、
浸
水
が
想
定
さ
れ

る
区
域
な
ど
を
定
め
る
こ
と
を

義
務
付
け
た
。
た
だ
、
同
省
に

よ
る
と
、
「
危
険
な
排
水
施
設
」

の
指
定
自
治
体
は
ゼ
ロ
。
下
水

管
内
の
水
位
は
大
雨
で
急
激
に

上
昇
す
る
た
め
、
予
測
が
難
し

い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
い

う
。

■

ハ
ー
ド
整
備

大
量
の
水
が
広
範
則
に

一
気

に
流
れ
込
む
河
川
氾
濫

（外
水

氾
濫
）
と
比
べ
、
人
的
被
害
は

少
な
い
と
さ
れ
る
内
水
氾
濫
だ

が
、
‐７
年
の
建
物
や
イ
ン
フ
ラ

（社
会
資
本
）
設
備
な
ど
の
被

害
額
は
６
８
７
億
円
と
、
外
水

氾
濫

（３
６
９
億
円
）
を
大
き

く
上
回

っ
て
い
る
。

東
京
と
シ
ド
二
十
の
往
復
距

離
に
相
当
す
る
約
１
万
６
０
０

０
言
の
下
水
管
を
持

つ
東
京

２３
区
で
は
、
低
地
な
ど
の
５４
地

区
で
雨
水
を

一
時
的
に
た
め
る

施
設
な
ど
を

整
備
す
る
計
画

を
進
め
て
い
る
。
今
回
の
台
風

で
も
雨
水

で
満
杯
に
な

っ
た

施
設
が

あ
り
、
都
の
担
当
者

は

「
効
果
を
発
揮
し
た
」
と
語

る
。す

り
鉢

状

で
雨
が
流
れ
込

み

や
す
い
東
京

・
渋
谷

駅
で
は
、

東
急
な
ど
が
地
下
２５
房
に
４
０

０
０

ント
の
雨
水
を
た
め
ら
れ
る

貯
水
槽
を
整
備
し
て
い
る
。
来

年
の
東
京
五
輪
閉
幕
前
ま
で

に
稼
働
ラ
定
で
、
そ
の
後
は
都

が
維
持
や
管
理
を
行
う
と
お

）つ
。自
治
体
が
民
間
事
業
者
の
再

開
発
な
ど
に
合
わ
せ
て

「
浸
水

被
害
対
策
区
域
」
を
指
定
し
、

民
間
事
業
者
が
区
域
内
に
雨
水

貯
留
施
設
を
作
る
と
国
の
補
助

を
受
け
ら
れ
る
制
度
も
あ
る
。

た
だ
、
指
定
は
２
件
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

都
市
部
で
の
水
害
に
詳
し
い

早
稲
田
大
の
関
根
正
人
教
授

（河
川
工
学
）
は

「
人
口
密
集

地
は
下
水
償
が
多
く
、
内
水
氾

濫
が
特
に
起
き
や
す
い
。
自
治

体
だ
け
で
調
節
池
を
確
保
す
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
に
は
企
業
な
ど
民

間
の
協
力
が
不
可
欠
だ
」
と
話

し
て
い
る
Ｑ

ア
ス
フ
ア
ル
■
雨
浸
透
妨
げ

、
今
〕

東
京
都
世

田
谷

区
の
東
急

二

子
玉
川
駅
近
く

で
は
、
多
摩

川

が

「
外
水
氾
濫

」
し
た

。
氾
濫

、

場
所
は
、
川

の
下
流
部

で
唯

一
、

堤

防

が

未

整

備

の

区

間

だ

っ

た
。
住
民

の

一
部
か
ら

「
景
観

重
視

」
の
声
が
生
が

っ
て
い
た

た
め

で
、
防
災
対

策

で
の
合
意

形
成

の
難

し
さ
も

浮
か
び

上
が

っ
た

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

国
土
交
通
省
京
浜
河
川
事
務

所

に
よ

る
と
、
未
整
備

区
間
は

長
さ
約

５
４
０
”
。
整
備
区
聞

よ
り

も
最
大
で

約
３
房
低
い
”

台
風
が
接
近

し
た
１２

日
夜
は
区

職
員
ら
が

上

の
う
を
積
ｂ
な
ど

し

て

浸

水

を

防

む

う

と

し

た

が
、

年
後
１０
時
１０
分
頃
、
水

が

あ
ふ
れ
出
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
元
々
、
未
整
備
区
聞
は
１
計

余
り
あ

っ
た
が
、
同
駅
よ
り
南

東
側
の
約
６
０
０
”
は
２
０
１

４
年
に
「暫
走
堤
防
」
を
整
備
。

同
事
務
所
は
残
る
区
間
も

「命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
整
備

を
急
ぎ
た
い
」
と
周
辺
住
民
に

理
解
を
求
め
て
き
た
が
、

「景

観
を
守

っ
て
ほ
し
い
」

「
（堤

防
上
か
ら
）
家
を
の
ぞ
き
見
ら

れ
る
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

語
し
合
い
を
続
け
て
い
た
。

・　
一
方
、

海
抜
ゼ

ロ
メ
ー
ト

ル

地
帯
が
広

が
少
、
荒
川
や
江
戸

川
の
氾
濫
な
ど

で
膚
住

区
域
の

９
割
以
上
が
浸
水
す

る
と

の
想

定
も
あ
る
江
束
５
区

（
墨
田
、

江
東
、
足

立
、
葛
飾
、
江
戸
川

）

で
は
、
堤
防

の
整

備
が
進
ん

で

い
る
こ
と

も
あ
り

、
大
き
な
被

害
は
な
か

っ
た
。

世
田
谷
区

の
保
坂
展
人
区
長

は
‐７

日
、
定
例
記
者
会
見

で
「
堤

防
の
着

工
を
早
め

る
よ
う
国

に

要
望
し

て
い
く
」
と
述

べ
た
。

（
社
会
部
　
松
田
晋

一
郎

）

「景
観
重
視
」で
堤
防
未
整
備

排水能力を
オーバー
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ップ
の
活
用

周
知
で
被
害
は
軽
減
で
き
る

そ
れ
で
も
周
知
が
進
ま
な
い
背
景
に

は
（
災
書
が
身
近
で
発
生
す
る
ま
で
は
関

心
を
持
て
な
い
と
い
う
住
民
の
心
理
も
あ

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
表
示
が
複
雑
で
分
か

り
に
く
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

単
に
公
開

・
配
布
し
た
だ
け
で
終
わ
り

に
し
て
は
い
け
な
い
。　
　
　
　
　
´

今
回
、
マ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
、
洪
水
の

危
険
が
迫
っ
て
い
る
住
民
へ
無
料
通
信
／

プ
リ

「Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（ラ
イ
ン
）
」
で
断
続

的
に
河
川
の
水
位
な
ど
の
情
報
を
通
知
し

た
自
治
体
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
直
接
的

な
伝
達
は
有
効
だ
。

地
震

，
火
山
災
嘗
と
比
べ
れ
ば
、
台
風

に
よ
る
豪
雨
は
被
書
の
時
期
や
場
所
の
予

測
が
可
能
だ
。
気
象
庁
は
台
風
接
近
の
前

日
の
記
者
会
見
で
大
雨
特
別
警
報
を
出
す

可
能
性
に
言
及
し
て
い
た
「
自
治
体
も
今

後
、
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
マ
ッ
プ
を
確
認

す
る
よ
う
住
民
に
求
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

マ
ッ
プ
を
周
知
す
る
こ
と
で
被
害
は
軽

減
で
き
る
ｏ
生
か
さ
れ
る
工
夫
を
粘
り
強

く
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

洪
水
の
危
険
度
を
色
分
け
し
て
住
民
に

一
伝
え
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

は
市
区
町
村
に
作
製

。
プ
に
つ
い
て
、
国

公
表
を
義
務
付
け

．
て
い
る
。

台
風
１９
号
に
よ
る
豪
雨
被
害
を
受
け
た

一
複
数
の
地
域
で
、
自
治
体
の
作

っ
た
ハ
ザ

■
ド
マ
ッ
プ
は
ほ
ぼ
正
確
に
浸
水
の
範
囲

を
予
測
し
て
い
た
と
い
う
ｏ

千
曲
川
が
氾
濫
し
た
長
野
市
の
洪
水
ハ

ザ
ト
ド
マ
ッ
プ
も
そ
の

一
つ
だ
。
市
内
に

あ
る
Ｊ
Ｒ
の
新
幹
線
車
両
基
地
は
４
虜
区

上
浸
水
し
、
１０
編
成
１
２
０
面
も
の
北
陸

新
幹
線
の
車
両
が
水
没
し
た
。
周
辺
は
最

大
１０
房
隊
上
の
想
定
浸
水
域
だ

っ
た
が
、

一
そ
の
予
測
は
生
か
さ
れ
な
か

つ
た
。

阿
武
隈
川
な
ど
の
氾
濫
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
た
福
島
県
の
住
宅
街
で
は
、
そ
の
通
り

の
事
態
と
な

っ
て
多
く
の
犠
牲
者
が
出

た
。
行
政
が
も
う
と
マ
ッ
プ
ヘ
の
理
解
を

広
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
助
か
っ
た
命
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

全
国
の
対
象
市
区
町
対
の
作
製
率
は
１．

０
０
笏
近
い
。
だ
が
、
内
容
が
十
分
に
住

民
ら
へ
周
知
さ
れ
ず
、
災
害
時
に
活
用
で

き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
「

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
５‐
人
の
犠
牲
者

が
出
た
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
で
は
、
想

定
浸
水
域
と
実
際
の
浸
水
域
が
ほ
ぼ

一
致

し
た
。だ
が
、県
の
そ
の
後
の
調
査
で
は
、

マ
ッ
プ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
た
世
帯
は

２
割
強
に
と
ど
ま
っ
た
「
　
　
　
　
　
一

自
治
体
の
多
く
は
実
物
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
作
製

・
更
新
時
に

全
戸
配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

長崎
ケ 面 2019年10月 18 日 枝番 ぢ

下どぉヽナク分類 (複す演選択可/ 
‐
下

国施策   法令・制度 ラ算
県施策   知事尭言  要望
市町施策  県議会   公共事業 街路事業

区画整理  土地利用  MICE   世界遺産  空き家   その他
再開発   景観    新幹線(FG¬ 石木ダム  人□減少
他都市施設 公共交通  クルーズ船 諌千    コンパクトンティ

鰻
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福岡のタクシー12社

アプリ配車開始

米
配
車
サ
ー
ビ
ス
大
手
ウ
ー

バ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の
日
本

法
人
と
、
福
岡
市
内
で
タ
ク
シ

ー
を
運
行
す
る
計
１２
社
は
１７

日
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
を
使

っ
た
タ
ク
シ
ト
配
車
サ

ト
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
九
州

。

山
口

。
沖
縄
で
は
初
め
て
で
、

同
市
民
や
増
加
す
る
訪
日
外
国

人

（
イ
ン
バ
ウ
ン

‐
ド
）
の
利
便

性
向
上
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
考

え
だ
。

ウ
ー
バ
ー
と
連
携

サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際

は
、
ア
プ
リ
を
使

っ
て
目
的
地

を
入
力
す
る
と
、
１２
社
の
タ
ク

シ
ー
の
う
ち
、
近
く
に
い
る
車

を
利
用
し
た
場
合
の
料
金
の
見

積
も
り
が
表
示
さ
れ
る
。
そ
の

後
、
配
車
を
確
定
す
れ
ば
、
合

流
し
て
乗
車
で
き
る
。

天
神
タ
ク
シ
ー
や
西
日
本
自

動
車

‐、
小
笹
タ
ク
シ
ー
な
ど
が

保
有
す
る
計
約
４
５
０
台
が
サ

ー
ビ
ス
に
対
応
し
て
お
り
、
福

岡
市
を
中
心
に
糸
島
市
の

一
部

の
地
域
で
利
用
で
き
る
。
ハ
ウ
後
、

利
用
可
能
な
エ
リ
ア
の
拡
大
も

検
討
し
て
い
る
。

ウ
ー
バ
ー
は
全
国
の
タ
ク
シ

ー
会
社
と
連
携
し
て
配
車
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
。
青
森
、
大
阪
、

広
島
各
市
な
ど
で
も
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
て
お
り
、
福
岡
市
は
１０

都
市
目
と
な
る
。
今
後
へ
別
の

都
市

で
の
参
入
も
検
討
し
て
い

ノ
＼
。一

方
、
福
岡
市
で
は
す
で
に
、

第

一
交
通
や
親
和
交
通
な
ど
の

帯
停
殺

「
‐
膿
耐
印
律
坤
如
”
な

ト
バ
ン
ク
の
合
弁
会
社

「
Ｄ
ｉ

Ｄ
ｉ
モ
ビ
リ
テ
イ
ジ

ャ
パ
ン
」

が
提
供
す
る
配
車
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
て
お
り
、
ス
マ
本
の
ア

プ
リ
で
利
用
で
き
る
。

長崎

西日本

日経

朝日 耶 10 面 2019年 10月 tみ 日 枝番1/ノ
下ビジク分類 (複数選択可)

国施策   法令・制度 ラ算
県施策   知事尭言  要望
市町施葉  県議会   公共事業

災害

道路

街路事業

区画整理

再開発

他者日市施設

土地利用

臨

MICE   世界遺産
新幹線(FGη 石木ダム

クルーズ船 諌干

空き家   その他
人□減少
コンプヽクトンティ
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枝番
|

ラ算

知事尭言  要望
法令 。制度

その他空き家世界遺産―MICE区画基理 上士出利用
石木ダムー ー: 薪幹線lFGTl‐電 詩 窪 見

´‐‐■再開発
エ受害

¬嘗ヨ闘番 大自減少―― ―
コンパクトンテイ

長
崎
県
で
大
手
系
を
含
む
Ｉ
Ｔ

（情
報
技
術
）
企
業
の
研
究
瀾
発
拠
点
の
立
地
が
進

み
始
め
て
い
る
。
２
月
に
富
士
フ
イ
ル
ム
が
県
や
長
崎
市
と
立
地
協
定

・
を
結
ん
だ
の
を

は
じ
め
、
京
セ
ラ
や
デ
ン
ツ
ト
系
な
ど
大
手
の
Ｉ
Ｔ
部
門
や
中
堅
企
業
６
社
が
県
な
ど

と
立
地
協
定
を
締
結
し
た
。
た
域
の
中
核
産
業
で
ぁ
る
造
船
業
が
苦
戦
す
る
中
（
長
崎

を
支
え
る
新
た
な
産
業
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

，デ
ン
ソ
ー
子
会
社
の
デ
ン

ン
ー
タ
エ
ー
ブ

（愛
知
県
阿

久
比
町
）
は
２
０
２
０
年
４

月
に
、
長
崎
市
肉
に
Ｉ
Ｔ
や

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た

シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
の
研

究
開
発
拠
点

「
長
崎
ソ
リ

ニ

ー
シ
ョ
ン
開
発
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
す
る
。
開
設
後
５
年

間‥
で
、
３０
人
体
制
で
事
業
を

開
始
す
る
計
画
だ
。
デ
ン
ソ

ト
ウ
ェ
ー
ブ
の
杉
戸
克
彦
会

長
兼
最
高
経
営
責
任
者

（
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
は

「長
崎
で
開
発
し

た
シ
ス
テ
ム
を
世
界
で
展
開

し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

セ
平
ノ
ー
ホ

ア
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
傘
下
の
Ｉ
Ｔ
企
業
（
セ

イ
ノ
ー
情
報
サ
ー
ビ
ス

（岐

阜
県
大
垣
市
）
も
拠
点
を
同

時
期
に
開
設
予
定
だ
。
Ａ
Ｉ

（二
人
工
知
能
）
や
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
、
す
べ
て
の
モ
ノ
が
ネ

ッ
ト
に
つ
な
が
る
Ｉ
Ｏ
Ｔ
な

ど
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ

ス
を
開
発
す
る
。
５
年
間
で

２０
人
雇
用
す
る
方
針
だ
「

Ｉ
Ｔ
開
発
搬
点
が
相
次
ぎ

．長
崎
に
進

‐出
す
る
き

っ
か
む

と
な

っ
た
の
が
富
士
フ
イ
ル

県内の人材育成評価
―

デンソー系や京セラ系など続々

立地協定
の時期昇墨数企業名

20人 2月士
ム
富
ル
フイルム 富`士フイ
ソフトウエア

10人早沓房妾ピ
ユ~夕・
Tイ

5月ヨンヽ一ケ二ユミ
ム

コ

テ

ラ

ス

セ

シ

一承

ン

11人ビーウィズ

9月100人ニーズウェル

10月30人デンソTウ エーブ

l二月予定20人セイノー情報サービス
コンピ

長崎県の工T研究開発拠点誘致の主な実績ム
だ
。
Ａ、
Ｉ
を
活
用
し
た
社

会
イ
ン
フ
ラ
点
検

・
診
断
事

業
の
研
究
開
発
列
点

「
Ｂ
ｒ

ａ
■
■

（
ｓ
）
九
州
」

（ブ

レ
イ
ン
ズ
九
州
）
を
１９
年
３

月
に
開
設
し
た
。
京
セ
ラ
系

の
京
セ
ラ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム

（京
都
市
）

は
同
Ｈ
月
に
開
設
す
る
。

長
崎
県
に
よ
る
と
進
出
意

向
を
表
明
し
た
Ｉ
Ｔ
系
は
、

今
年
は
朽
日
ま
で
に
７
社
に

上
る
。
１９
年
度
に
県
と
立
地

協
定
を
結
ぶ
１０
社
の
う
な
、

６
社
が
Ｉ
Ｔ
系
だ
。
県
は
「把

握
し
て
い
る
範
囲
で
（
九
州

の
他
県
で
は
こ
こ
ま
で
の
動

き
に
は
な

っ
て
い
な
い
は

ず
」

（産
業
労
働
部
）
と
み

て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
各
社
が
相
次
ぎ
進
出

す
る
背
景
に
は
、
人
材
育
成

に
力
を
入
れ
て
き
て
い
る

‘
県

内
の
教
育
機
関
の
存
在
が
あ

る
。
長
崎
大
学
は
２０
年
度
に

情
報
系
の
新
学
部

「情
報
デ

ー
タ
科
学
部
」を
開
設
す
る
。

‐６
年
度
に
情
報
シ
ス
テ
ム
学

部
を
開
′設
し
た
長
崎
県
立
大

学
で
は
（
２０
年
香
に
は
最
初

の
卒
業
生
が
誕
生
す
る
「

県
産
業
労
働
部
の
広
日
義

美
部
長
は

「軌
道
に
乗
れ
ば

年
間
１
５
０
人
以
上
の
Ｉ
Ｔ

人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な

長崎への立地を決めたデンソーウェ
ニプの杉芦会長〇 (15日ヽ長崎市 )

る
。
企
業
に
と
っ
て
は
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
」
と
強
調
す
る
。

長
崎
大

の
河
野
茂
学
長
も

「立
地
企
業
と
も
共
同
研
究

や
寄
付
講
座
な
ど
を
通
し
て

連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
憲
欲
的
，だ
ド
首
都
圏
や
関

西
な
ど
大
都
市
圏
に
比
べ
、

人
材
が
確
保
し
や
す
い
こ
と

を
理
由
に
あ
げ
る
立
地
企
業

は
少
な
く
な
い
。

●
Ｔ
の
拠
点
集
積
は
、
地

域
に
と
っ
て
も
利
点
が
大
き

い
「
長
崎
市
は
人
口
の
社
会

減
少
が
全
国
で
も
進
ん
で
い

る
地
域
に
な

っ
て
い
る
。
中

で
も
若
者

の
流
出
は
深
刻

一ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
あ

る
「
Ｉ
Ｔ
企
業
は

「自
分
た

ち
な
ら
優
秀
な
若
者
に
と
っ

て
の
受
け
皿
に
な
り
う
る
」

（立
地
を
決
め
た
企
業
幹
部
）

と
の
思
い
も
あ
る
。

県
は
ｌ
Ｔ
関
連
企
業
の
育

成
や
集
横
の
た
め

「長
崎
県

次
世
代
情
報
産
業
ク
ラ
ス
タ

ト
協
議
会
」
を
１８
年
に
設
立

し
た
。
県
内
の
企
業
を
中
心

に
１
０
０
社
以
上
が
参
加
し

て
お
り
い
高
度
な
技
術
へ
の

対
応
や
人
材
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
ゃ
　
　
・

た
だ
、
課́
題
も
あ
る
ゃ
即

戦
力
人
材
の
確
保
だ
。
現
在

は
県
内
に
有
力
な
Ｉ強ギ
企
業

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
地
元
か

・ら
の
採
用
は
困
難
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
の
た
か
、
県
外
か

ら
の
移
住
者
に
期
待
が
か
か

る
。
移
仁
者
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
‐８
年
度
で
は
そ
の
う

ち
４０
代
以
下
が
〓
割
に
上

る
。Ｉ

Ｔ
企
業
の
集
積
を
進
め

て
新
た
な
中
核
産
業
に
す
る

に
は
、
人
材
の
育
成

・
確
保

が
不
可
欠
と
な
る
。

（古
宇
田
光
敏
）

だ
ゃ
背
景
に
は
地
域
を
長
く海

外
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朝日
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そ更

"IR

トピック分類 (複数選択可)

国施策   法令 。制度 ラ算
県施策   知事発言  要望
市町施策  県議会   ′ム`共事業

災害    区画整理  土地利用
道路    再開発   景観
街路事業  他都市施設 公共交通

MICE   世界遺産
新幹線(FGη 石木ダム

クルーズ船 諌干

空き家

人□減′)
コンプ{ク トンティ

Ｉ
Ｒ
誘
致
反
対
署
名

新
た
は
１
万
剛
人
分

大
阪
、市
民
団
体
が
提
出

大
阪
府
と
大
阪
市
が
進
め
る

カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
施
設

（Ｉ
Ｒ
）
誘
致
に
反
対

す
る
市
民
団
体

「カ
ジ
フ
に
反

対
す
る
大
阪
連
絡
会
」
な
ど
９

団
体
が
１７
日
、
誘
致
計
画
中
止

を
求
め
る
約
■
万
９
千
人
分
の

里
雇

室

局

球

菊

詈

柩

井

一
郎
市
長
宛
て
に
提
出
し
た
。

２
月
に
も
約
２
万
５
千
人
分
の

署
名
を
提
出
し
て
い
る
。　
　
．

連
名
で
府
市
Ｉ
Ｒ
推
進
局
に

一寺
渡
し
た
。
市
民
団
体
側
は
、

府
市
が
大
阪

・
関
西
万
博
前
の

２
０
２
４
年
度
中
の
Ｉ
Ｒ
開
業

一

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ

一

「万
博
来
場
客
の
誘
導
を
狙

っ

て
お
り
、
カ
ジ
ノ
の
た
め
に
万

博
を
や
る
と
し
か
思
え
な
い
」

・

と
批
判
し
た
れ

魏
裁
巽
聾

マ
イ
ナ
ス
効
果
も
試
算
す
る
よ

う
求
め
た
が
、
Ｉ
Ｒ
推
進
局
は

「仮
定
に
基
づ
く
試
算
は
検
討

し
て
い
な
い
」
と
し
た
。

連
絡
套
事
務
局
の
中
山
直
和

さ
ん
（６５
）は
取
材
に

「大
阪
に

カ
ジ
ノ
は
必
要
な
い
。
大
阪
府

市
は
府
民
の
合
意
を
得
な
い
ま

ま
誘
致
を
進
め
て
い
る
」
と
話

一

し
た
。



都市政策課

宿
泊
税
の
検
討
委
発
足

長
崎
委
員
か
ら
懸
念
相
次
ぐ

委
員
か
ら
は
（
市
が
実

施
し
た
観
光
客
対
象
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
４
割
が
宿
泊

へ
の
影
響
が
あ
る
と
回
答

し
て
い
る
こ
と
や
、
既
存

の
事
業
に
充
当
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が

相
次
い
だ
。
市
は
、
検
討

委
と
並
行
し
て
宿
泊
事
業

者
へ
の
説
明
会
を
設

´
け
る

方
針
を
示
し
た
。
検
討
委

は
学
識
経
験
者
や
宿
泊
事

業
者
ら
で
構
成
。
今
年
度

中
に
計
４
回
の
会
合
を
開

き
、報
告
書
を
ま
と
め
る
。

【今
野
悠
貴
】

長
崎
市
は
、
税
収
減
を

補
う
た
め
市
肉
の
ホ
テ
ル

な
ど
の
客
か
ら
徴
収
す
る

「宿
泊
税
」
の
導
入
に
向
け

た
検
討
委
員
会
（委
員
長

――
西
村
宣
彦
。長
崎
大
教

一孵
華
機
器
麟
一叫
碗

榊
腋

一来
年
度
に
宿
泊
税
導
入
の

一

条
例
案
を
市
議
会
に
提
案

す
る
方
針
だ
が
、
委
員
か

ら
は
「宿
泊
税
で
観
光
客

を
増
や
す
具
体
的
仕
組
み

を
示
す
こ
と
が
先
」
な
ど

の
意
見
が
相
次
い
だ
。

一
検
討
委
で
、
市
は
課
税

一

額
を
１
人
当
た
り
１
泊
１

０
０
～
２
０
０
円
と
し
修

学
旅
行
生
は
対
象
外
に
す

る
な
ど
の
検
討
案
を
示

し
、
使
途
に
観
光
施
設
の

整
備
や
情
報
発
信
な
ど
を

挙
げ
た
「
導
入
の
理
由
に

は
、
人
口
減
に
伴
う
税
収

減
や
観
光
消
費
額
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、

２
億
５
０
０
０
万
～
５
億

円
の
税
収
が
確
保
で
き
る

と
説
明
し
た
。

ワ枝番2019年 10月 13日Z7面読売

盆
長崎

西日本

日経

朝日

下ビラク分類 (複数選択ジ
~

国施策   法令・制度 ラ算
県施策   知事尭言  要望
市断穐策  県議会   ′ム`其事業

災害

道路

街呈各事業

MICE   世界遺産
新幹線(FG祠 石木ダム

クルーズ船 諌干

空き家   そのl也
人□減少

コンパクトンテイ他都市忠色設
′ム`其交通

区画整理  土地利用
再開発   景観
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快
適
な
新
図
書
館
う
れ
し
い

無
職
　
平
松
　
文
明
７０

（長
崎
県
大
村
市
）

５
日
に
Ｊ
Ｒ
大
村
駅
前
に
新

し
い
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
大
村
市
立
図
書
館
が
こ
の

半
年
間
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
の
で

と
て
も
う
れ
し
い
。
オ
ー
プ
ン

２
日
目
に
初
め
て
入
館
し
た
。

ま
ず
、
３
階
の
自
然
科
学
コ

ー
ナ
ー
ヘ
向
か

っ
た
。
現
雀
時

代
に
は
高
価
す
ぎ
て
買
え
な
か

っ
た
分
厚
い
専
門
書
や
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の
土
壌
動
物
の
本
も
何

冊
か
あ

っ
た
。
ど
の
コ
ー
ナ
■

に
も
興
味
を
持
て
そ
う
な
本
が

あ
り
、
そ
の
場
に
い
る
だ
け
で

幸
せ
な
気
分
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
読
ん
で
こ

な
か

っ
た
歴
史
や
哲
学
の
本
を

手
に
取

っ
た
「
館
内
の
あ
ち
こ

ち
に
椅
子
が
あ
る
の
で
、
手
に

取

っ
た
本
を
そ
の
場
で
座

っ
て

読
む
こ
と
が
で
き
る
。
と
て
も

楽
で
あ
る
。

入
館
し
て
２
時
間
後
（
１
階

の
カ
フ
ェ
に
入

っ
た
ｏ
注
文
し

た
ス
ム
ー
ジ
ー
は
、
冷
た
く
て

上
品
な
味
で
と
て
も
美
味
。
疲

れ
と
眠
気
が

一
気
に
吹

っ
飛
ん

だ
。わ

が
家
か
ら
図
書
館
ま
で
は

徒
歩
で
２０
分
。
動
物
に
関
す
る

本
を
４
冊
借
り
、
足
早
に
自
宅

へ
向
か

っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、

鱗触蹴甜聴郵醇蒟準状一を

tC)面 2019年 10月 tB 日 枝番lrθ
トピラク分類 (複数選択丁    ~~~~
国施策   法令。制度 予算    災害
県施策   知事尭言  要望    道路
市町施策  県議会   公共事業  街路事業

区画整理  土地利用
再開発   景観
他都市施設 公共交通

MICE   世界遺産
新幹線(FGTl石木ダム
クルーズ船 諌干

空き家

人□減少

コンパクトンテイ

⑪



都市政策課

駒
日経

朝日 藍冒 12引 面 2019年 10月 18日 枝番 //
トピック分類 (複数選択可)

国施策   法令 。制度 手算
知事発言  要望
県議会   ′ム`共事業

区画整理  土地利用
再開発   景観
他都市施設 ′ム`其交通

MICE   世界遺産
新幹線(FGη 石木ダム

クルーズ″口
｀ 諫干

害

路

災

道

臨 イ街路事業

□ 器

マ
ン
モ
ス
小
学
校
の
職
員
室

に
校
長
の
机
は
な
い
。
職
員
が

増
え
て
手
狭
に
な
り
（
ス
ペ
ー

ス
が
な
く
な

っ
た
た
め
だ
。

大
村
市
宮
小
路
の
竹
松
小
。

児
童
数
は
９
４
０
人
で
市
内
の

小
学
校
で
は
最
多
（
県
内
で
も

２
番
目
に
多
い
。

「職
員
会
議

の
と
き
は
パ
イ
プ
い
す
を
持

っ

て
き
て
ま
す
」
と
西
村
仁
志
校

長
は
苦
笑
い
す
る
。

市
全
体
の
児
童
生
徒
数
は
こ

こ
３０
年
間
横
ば
い
だ
が
、
校
区

に
よ

っ
て
偏
り
が
あ
る
。
竹
松

み
、
１５
年
前
の
■

・
３５
倍
に
増

え
た
。
数
年
後
に
は
千
人
の
大

合
を
突
破
す
る
見
込
み
で
ヽ
多

目
的
ル
ー
ム
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
室
な
ど

を
使
わ
な
い
と
教
室
が
確
保
で

き
な
く
な
る
」

（同
小
）
「　
，

隣
接
す
る
富
の
原
小
も
９
２

■
人
で
、
音
楽
室
な
ど
は
プ
レ

ハ
ブ
校
舎
を
活
用
し
て
い
な
。

保
護
者
や
住
民
に
は
新
た
な
小

学
校
開
設
と
校
区
の
見
直
し
を

求
め
る
声
も
あ
る
が

「
モ
ー
タ

ー
ボ
ト
ト
事
業
と
自
衛
隊
区
外

に
日
立

っ
た
産
業
は
な
い
ス
市

２
０
■
８
年
度

一
般
会
計
決

算
に
よ
る
と
、
財
政
の
硬
直
度

を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
９７

・

■
％
。
前
年
度
比
３

・
４
で
増

で
、
過
去
Ю
年
間
で
は
最
も
硬

直
化
が
進
ん
だ
。
市
が
１０
月
に

示
し
た
２４
年
度
ま
で
の
中
期
財

政
見
通
し
で
は
人

口
増
に
．伴

い
、
税
収
よ
り
も
扶
助
費
の
伸

び
が
上
回
り
、
財
源
の
余
裕
は

な
く
な
る
Ｑ
　

　

一
・

事
業
の
う
ち
、
九
州
新
幹
線
西

九
州

（長
崎
）
ル
ト
ト
の
駅
周

辺
整
備

（
９８
億
５
千
万
円
）
や

新
幹
線
建
設
負
担
金

（
１４
億
６

千
万
円
）
を
総
事
業
費
で
上
回

舎
は
■
９
６
４
年
建
築
ギ
老
朽

化
が
進
み
、
市
は

「震
度
６
以

上
の
地
震
で
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

り
、
早
期
に
建
て
替
え
る
必
要

が
あ
る
」
と
理
解
を
求
め
る
。

肇

霰

地
。
事
費

を
判

す
る
た
め
、
市
は
当
初
計
画
に

あ

っ
た
上
下
水
道
局
な
ど
の
集

約
を
取
り
や
め
た
「
た
だ
、
駐

車
場
で
実
施
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
で
は

一
部
で
く
い
を
打
ち

込
む
地
盤
ま
で
が

想
定
扱
上

に
深
い
箇
所
が
見
つ
か
り
、
基

本
設
計
の

策
定
が
遅
れ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
家
庭
ご
み
な

ど
を
焼
却
す
る
市
環
境
セ
ン
タ

↓
為
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

い
ず
れ
建
て
替
え
が
必
要
に
な

る
。３

生

制
に
市
民

壽

ズ

８
０

０
席
）
が
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
文
化
団
体
関
係
者
に

は
、
諌
阜
市
な
ど
近
隣
自
治
体

が
備
え
る
千
人
収
容
の
ホ
ー
ル

建
設
を
求
め
る
声
も
強
い
。
財

源
が
限
ら
れ
る
中
、
多
様
化
す

る
住
民
二
引
ズ
と
行
政
の
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ

（優
先
順
位
）
に

議
）
と
い
う
市
の
財
政
は
、
決

小
で
は
周
辺
の
宅
地
開
発
が
進

し
て
豊
か
で
は
な
い
。

∵す
避
程
一■

●

.す
ゝ

手狭になつた竹松小の職員窒。職員会議で
西村校長は手前のアヽイプいすに′摩る

独

財
政
硬
直
優
先
す
べ
き
は
ｉ

る
の
が
市
庁
舎
建
設

（■
０
７

　

一建
設
地
は
、
戦
後
に
大
村
湾

ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
る
か
。

一
方
、
市
が
予
定
す
る
大
型

億
７
千
万
円
）
だ
。
現
在
の
庁

を
埋
め
立
て
た
現
庁
舎
西
側
０

か
じ
取
り
は
難
し
そ
う
だ
。

施
設
整
備


